
 

 
 

 

 

 

 

 

児童の成長を感じて                            

校 長  前 川  潤 

 

コロナウイルスの変異株が猛威を振るっています。市内の小中学校で児童生徒の感染の報 

告が続いています。こうした状況下では、人権上の配慮から憶測による情報を広めない配慮

が大切です。このことは、学校と家庭で協力し児童に指導していきたいと思います。 

 

3学期始めに、席書会を行いました。児童の作品から 

冬休み中の家庭での取組の成果を感じました。PTA広報 

の取材で来校された保護者の方から、「子供たちが真剣 

に取り組む様子を見て、驚きました。成長しましたね。」 

との言葉をいただき、大変嬉しく思いました。 

私も、一人一人の児童が一生懸命に筆を運ぶ姿を見て、 

感動しました。作品だけでなく、広い体育館で作品を仕 

上げることは、相当な集中力と忍耐力が必要です。 

その他にも、教室で学習や活動をする時、学年や全校 

で集まった時も、話を聴く姿勢がよくなり、大きく成長 

していると感じています。改めて学校教育の役割の大き 

さを再認識しました。 

 コロナ禍で、授業参観や校舎内での児童の様子を見て 

いただく機会が少ないのは、とても残念なことです。次 

年度は、感染状況を踏まえた上での工夫をして、少しで 

も参観していただく機会を設定していきたいと考えてい 

ます。 

厳しい状況が続いていますが、児童と共に成長し、 

この困難を必ず乗り越えていけると信じます。 

 

※中面に令和3年度学校評価の結果を掲載しています。（ホームページにも掲載します） 

 

◎ よく考える子 

○ なかよくする子 

○ 元気で明るい子 

○ 力いっぱいがんばる子 
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教育目標 

三小だより 

お手本を見ながら真剣に書初め（1月） 

２年生と３年生の交流遊び（12月） 



 

 

 

 

◆ ２月行事予定 ◆ 
 

1 火 新1年生保護者会   

2 水    

3 木 
避難訓練 展覧会児童鑑賞日 

※放課後保護者鑑賞可 
  

4 金 
村山漢字検定（4・6年） 

展覧会児童鑑賞日 
  

5 土 展覧会 土曜授業（全学年3時間）   

6 日    

7 月 振替休業日   

8 火 オリパラけん玉教室（１・４年） 
 

9 水    

10 木    

11 金 建国記念の日   

12 土    

13 日    

14 月    

15 火 PR動画完成発表会（6年）金曜時程   

16 水 委員会活動   

17 木 社会科見学（6年）   

18 金 安全指導   

19 土    

20 日   

21 月 三中生との交流（６年）  

22 火 たてわり班活動  

23 水 天皇誕生日  

24 木 「馬頭琴」教室（2年）  

25 金   

26 土   

27 日   

28 月   
 

   

新型コロナウイルス感染症について 

市内の小中学校では、教職員並びに保護者・

児童生徒の感染が急拡大しています。 

つきましては、お子様に対する丁寧な健康観

察とともに、少しでも体調が悪い場合は登校を

控えるなどの対応を改めてお願いします。その

場合は欠席扱いにいたしません。 

また、様々な理由で長期に渡って学校を休む

場合は、給食を止めることもできます。詳細は、

学校まで御連絡ください。 

今後の学校行事について 

まん延防止等重点措置の期間が１３日（日）

までとなっていることから、現段階では、２月

に実施予定の６年生の社会科見学、3月の保護

者会は実施する方向で調整しています。 

しかし、まん延防止等重点措置の延長や緊急

事態宣言の発令等により変更になることもあり

ますので、決まり次第、メールやお手紙等で御

連絡いたします。 

学校評価の結果について 

12 月上旬に実施した学校評価（三小の教育に

ついてのアンケート）の結果がまとまりましたの

で三小だより中面にて御報告いたします。 

今回の結果を教職員全員で共有し、次年度の教

育活動の課題として捉えました。多くの保護者の

方から回答をいただきました（回収率75％）。あ

りがとうございました。 

〈わかば教室より～理解授業を行いました～〉 

昨年の１２月２１日、2年生に向けて実際に「わかば」で行っている学びを体験してもらいました。 

体験を通して一人一人が知り、感じ、気付いていく時間になりました。授業後、何人かの子供が教室を訪れ、

質問に来てくれました。三小の皆さんにとって「わかば」がさらに身近な存在になってくれると嬉しいです。 

 


